
近年の防災気象情報の改善と 

気象予測技術の現状 
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近年の災害と防災気象情報の改善 

平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 

「避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン」 
 市町村が行う避難勧告等の判断により適合した内容や 
タイミングによる警報等の発表が必要 

宮崎、北海
道佐呂間で
竜巻 

局地的大雨による災害多発、 
８月末豪雨 

東日本大震災 

新燃岳噴火、土砂災害緊急情報 

大雨災害における避難のあり方等検討会報告 

節電対策 

災害時の避難に関する
専門調査会報告 

茨城、栃木等で竜巻 

九州北部豪雨 

【平成16年国土交通省政策レビュー】 
 防災活動の段階に適合した防災気象情
報を発表する。 

 市町村長の避難勧告等の判断や住民の
避難行動を一層支援する。 

 土砂災害、洪水に関する警報等の高度
化を図る。 

 市町村等の行政単位を対象とした警報
等の発表をめざす。 

平成18年豪雪 

中国・九州北部豪雨、 
兵庫県佐用町の水害 

気象情報の改善 
（短文形式） 

竜巻等突風予測
情報改善検討会 

高温注意情報開始 

市町村ごとの警報・注意報 

交通政策審議会気象分科会（局地的大雨） 

大雨警報等の基準に土壌雨量指数、
流域雨量指数を導入 

竜巻注意情報開始 

土砂災害警戒情報開始（全国） 

突風等短時間予測情報利活用検討会 

指定河川洪水予報改善（レベル化） 

土砂災害警戒情報開始（鹿児島） 

新潟・福島豪雨、台風第12号 

新潟・福島豪雨、福井豪雨、台風10個上陸、風水害死者・行方不明者２３３人 

気象レーダー観測を５分ごとに 

5日先まで台風進路予報 
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ブロッキング 

低気圧 

台風 
前線 

集中豪雨 

積乱雲 

竜巻 

１分 １時間 １日 １週間 

100m 

1km 

10km 

100km 

1000km 

10000km 

［空間スケール］ 

［時間スケール］ 

高気圧 

大気中の現象（擾乱）等の現象は特有の
空間・時間スケールを持っている 

小さな規模の現象はより大きな規模の
現象の一部となっており、その影響を
受けている 

ダウンバースト 

空間的・時間的に規模の小さな現象ほど、 
いつ・どこで発生するか予測することは困難 

気象情報が扱う現象のスケールとそれに応じた予測手法 
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天気図で表せる 

レーダーで 
観測できる 

数値予報で予測可能 

運動学的手法が効果的 

数百キロ程度の領域のどこかで 
発生することは数値予報で予測可能 
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4日03時 

4日03時 

予測技術-１ 数日先までの予測 

数値予報モデル（スーパーコンピュータを用いた
大気のシミュレーション）、アンサンブル予報シ
ステムの活用により、数日先までの災害をもたら
す可能性のある規模の大きい現象の予測が可能と
なってきている 

    台風、低気圧、前線、強い冬型等 

全球数値予報による2012年3月31日の4月3日21時の予想 

2012年4月3日に日本海で急発達した低気圧（全国的に暴風による被害）の例 



アンサンブル予報を用いて４日前に低気圧の急発達を予測し情報発表を判断 

6日前 5日前 4日前 

3日前 2日前 1日前 

全般気象情報発表 

記者会見の実施を判断 低気圧の急発達を示す
メンバが増加 

予測技術-１ 数日先までの予測（アンサンブル予報） 
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2012年4月3日に日本海で急発達した低気圧（全国的に暴風による被害）の例 
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北半球 Z500 RMSE

前12月移動平均 24h_Fcst

前12月移動平均 48h_Fcst

前12月移動平均 72h_Fcst

前12月移動平均 96h_Fcst

前12月移動平均 120h_Fcst

前12月移動平均 144h_Fcst

前12月移動平均 168h_Fcst

前12月移動平均 192h_Fcst

前12月移動平均 216h_Fcst

平成22年の9日予報の誤差
は平成6年の7日予報の誤差
と同程度 

平成22年の3日予測の誤差
は平成6年の2日予測の誤差
よりも小さい 

平成22年 平成6年 

１日予報 

２日予報 

３日予報 

４日予報 

５日予報 

６日予報 

７日予報 

８日予報 

９日予報 
２日予報 ３日予報 

７日予報 

９日予報 

※北半球500hPa高度の予報誤差（平均二乗誤差の平方根（RMSE））。ここで、北半球とは北緯20度から北極ま
での領域。数値予報モデル（全球モデル）の水平解像度は、現在約20km 

（年） 

数日先までの高気圧、低気圧など大規模現象の予測精度は着実に向上している 

８日予報 

予測技術-１ 数日先までの予測（予測精度の向上） 
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領域モデルの例 －「局地モデル（LFM）」 
10km程度の規模の現象まで予測 
Ｈ２４年８月末から１日８回、東日本領域を対象に計算 

局地モデルの予測例 

（左）解析雨量 （中）局地モデル（水平分解能２キロメートル）による予測 
（右）メソモデル（水平分解能５キロメートル）による予測 

解析雨量 実況（解析雨量） 予報（局地モデル） 予報（メソモデル） 

より詳細で高精度な短時間予報に向けて持続的に取り組み 

平成２４年７月１２日０３時の降水予測（前３時間降水量） 
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予測技術-２ 1日程度先までの予測 

数値予報モデル（領域モデル）、ガイダンス、衛星観測等の実況監視により、災
害をもたらす激しい現象の可能性をある程度地域を絞って予測することが可能。 

    集中豪雨の可能性、局地的な大雨の可能性、竜巻の可能性等 

Ｈ２５年度以降 
１日２４回、日本全体に拡大して計算 
降水短時間予報に利用 

2012年7月12日「平成24年７月九州北部豪雨」の例 



気象レーダーの観測
（面的な観測） 

観 測 

降水短時間予報 

数値予報モデル 

予 測 

アメダス・国交省・自治体等 
雨量データ（点の観測） 

解析雨量 

解析 

実況 

気象レーダーにより、雨
の降る領域を面的に捉え、
これを地上雨量計で観測
した正確なポイント雨量
で校正 

１㎞四方格子、30分間隔で計算する。
処理等に15分程度を要する。 

解析雨量による雨量分布と過去の降水域
の動きを基に6時間先までの1時間降水
量を予報。降水の発達・衰弱傾向や数値
予報の計算結果を加味。 
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予測技術-３ 数時間先までの予測 

解析雨量で降雨の分布を監視、降水短時間予報で6時間先までを予想 



１時間雨量 
３時間雨量 

降り続く雨による地盤のゆるみを考慮 周辺に降った雨が斜面や川に沿って流れ
込むことを考慮 

に加えて 

大雨警報（土砂災害） 洪水警報 
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大雨警報（浸水害） 
洪水警報 

予測技術-３ 数時間先までの予測（指数の導入） 

災害と結びつきの良い指数 － 土壌雨量指数、流域雨量指数 

 解析雨量と降水短時間予報から計算。過去に降った降水の効果を含む。 

 平成２０年５月から大雨、洪水警報及び注意報の基準に導入 



補外予測の精度は、３時間前後で
数値予報（MSM）と同程度になる。
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検証期間：2010年9月～11月 

天気予報の品質（精度×きめ細かさ）と予報時間の関係の模式図 

実況補外型予想（線形外挿) 

持続予報 

メソモデル
（MSM） 

結合型予想 
MRG 

0 15 12 9 6 18 

天
気
予
報
の
品
質 

予報時間 

3 

予報 

現象あり 現象なし 

実況 
現象あり Ａ Ｂ 

現象なし Ｃ Ｄ 

スレットスコア＝A/（A＋B＋C）  

※A～D：予報および観測された 
      事象の回数 

• 5ｋｍ格子（陸上）平均雨量1mm/hを閾値としたスレットス
コア。 

• 「補外予測」とは、観測時刻（FT=0）に解析された降水強度
を、過去の雨雲の動きを基にして算出した移動ベクトルで動
かした予測。 

• 補外予測が数値予報の精度を上回るのは、目先の予報。単純
な補外予測では3時間前後で数値予報と同程度の精度となる。 

• 「補外予測＋MSM」は、補外予測に数値予報をマージした降
水短時間予報のこと。 

• 線形外挿による予測精度は予報の初期には良い
が時間経過とともに急速に低下する。 

• メソモデルの雨量予測は目先の精度は外挿に基
づく予測に劣るものの、予報時間が長くなって
も精度の低下は少ない 

スレットスコアの定義 

予測技術-３ 数時間先までの予測（精度の特徴） 



■レーダーの観測値を基に1時間先までの5分ごとの降水の強さを予報。 

08:50の観測 08:55の観測 
09:00の観測 
（初期値） 

09:05の予想 09:10の予想 09:15の予想 10:00の予想 

・・・ 

降
水
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
の
例 

•最新の降水分布とその移動をきめ細かく見ることができる 
⇒急速に発達する雨雲の動向を把握するのに適している 

•消長の早い積乱雲などはさらに改善の余地がある。 

予測技術-４ 降水ナウキャスト 
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平成24年7月14日事例 

2012年7月14日「平成24年７月九州北部豪雨」の例 


